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お知らせ
・人事行政の運営等の状況を公表
・古い燃せるごみの指定袋を新しい袋と交換します

● 11 月 1 日の人口／総人口 50,331（46）

男 24,214（9）女 26,117（37）

世帯数 22,382（23）　（　）内は前月比
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【館山くん】

　博士、この前はありがとうございました。

　経常的な支出には、①職員の人件費②過去の建設事業に使った借金の返済

（公債費）③福祉のための経費（扶助費）④医療や介護、常備消防や水道事

業のための経費（補助金・繰出金等）などがあることがわかりました。

 今度は、「経常的な支出に使った一般財源」について、その移り変わりを見

ていきたいのですが。

博士、教えて！

『経常収支比率』って何？

　前回、『経常収支比率』について財政博士に教えてもらった館山く

ん。さらに興味を持った館山くん、今度はその中身について調べて

いるようです。

シリーズ財政・その 2

【財政博士】

　そうだね。職員数が減っていることに加えて、市独自の給与削

減を行うことで、人件費を減らしているんだよ。

【館山くん】

　働く人の数が減っているということは、人件費も減っている

んですね。

【財政博士】

　そうだね。働く人の数について言うと、ここ数年では減り続けている。

特に、平成 17 年度以降は、いわゆる「団塊の世代」が次々と退職してい

く一方で、採用人数を減らすことにより徐々に職員数を減らしていった。

　それから、補助的な業務は非常勤職員で対応したり、業務委託をする

ことで職員数を減らしているんだ。

【館山くん】

　人件費だから、働く人の数も関係あると思うのですが。

【財政博士】

　わかった。それでははじめに、4 つの経常的な支出のうち、市役所で

働く人の給与（人件費）を見ていくことにしよう。
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　上のグラフと表は、平成15 年度以降の職員数と人件費の推移を表したものです。

　職員数を見ていくと、年々減少しているのがわかると思います。特に、平成18 年度以降は 2 桁の減少をし

ています。これは、いわゆる「団塊の世代」が次 と々退職していくのに対し、職員の採用を抑えたことによるも

のです。また、補助的業務などは非常勤職員で対応したり、業務委託を実施することで、職員数が減少してい

ます。

　また、人件費を見ていくと、経常収支比率の計算に使用される「経常的な一般財源によるもの」が、平成

16 年度のおよそ35 億円から、平成 20 年度はおよそ30 億円に減少しています。これは、職員数の削減によ

るほか、市独自の給料や手当の引き下げを行っていることによるものです。

職員数と人件費の推移

その他

経常的な一般財源によるもの

職員数（各年度の 4/1 現在）●

年　度

人件費総額（百万円）

経常的な一般財源によるもの（百万円）

その他（百万円）

職員数（人）

前年との比較（人）

15

3,849

3,341

508

460

16

3,918

3,495

423

461

1

17

3,830

3,384

446

456

△ 5

18

3,647

3,283

364

443

△ 13

19

3,535

3,095

440

424

△ 19

20

3,419

3,029

390

413

△ 11

201918171615

480

460

440

420

400

380

百万円 人

● ●
●

●

●

●
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0

　経常的な支出の中で、『人件費』、『扶助費』、『公債費』の 3 つを義務的経費といい、家計に

置き換えると、『食費』、『医療費』、『借金の返済』になります。

　今回は、支出の中でも一番大きな割合を占める人件費について、その推移を見てきました。

　次回は、義務的経費のひとつである『扶助費（住民の福祉のための経費）』について解説し

ていきます。

　それでは、人口の推移と職員数の減少との関係はどうでしょうか。これ

を、人口千人当たりの職員数で見てみましょう。

　平成15 年度時点では 8.9人（人口 51,511人）ですが、平成 20 年

度時点では 8.2 人（人口 50,461人）となり、0.7人減少しています。こ

れは、人口の増減に関係なく職員数が減少していることを示しています。

　地方分権の進展により、市の仕事は増える傾向にありますが、事務の

効率化を図り、適切な定員管理を続けていく必要があります。
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お 知 ら せ

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表

　

地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
及
び
館
山
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
市
の

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
運
営
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
（
市
長
、
教
育
長
な
ど
）
か
ら
報
告

を
受
け
た
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
総
務
課
（

22
―
３
９
５
３
）

■
職
員
の
任
免
及
び
職
員
数

　

平
成
20
年
度
の
採
用
者
数
、
退

職
者
数
、
平
成
21
年
度
の
採
用
者

数
は
表
①
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
の
部
局
別
、
職
種
別
、
年
齢
別

の
職
員
数
は
表
②
か
ら
④
の
と
お

り
で
す
。

■
職
員
の
給
与

　

職
員
の
給
与
費
は
表
⑤
の
と
お

り
で
す
。
平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
の
平
均
給
与
月
額
は
、
表
⑥
の

と
お
り
で
す
。

■
職
員
の
勤
務
時
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
の
勤

務
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
週
間
の
勤
務
時
間
／
40
時
間

　

開
始
時
間
／
午
前
８
時
30
分

　

終
了
時
間
／
午
後
５
時
30
分

　

休
憩
時
間
／
正
午
～
午
後
１
時

■
分
限
及
び
懲
戒
処
分

　

平
成
20
年
度
の
職
員
の
分
限
処

分
は
、
休
職
が
18
件
で
し
た
。
懲

戒
処
分
は
４
件
で
し
た
。

■
職
員
の
服
務

　

平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
状
況
は
、
平
均
取
得
日
数
が
９

日
、
取
得
率
は
23
・
９
％
で
し
た
。

　

平
成
20
年
度
の
育
児
休
業
取
得

者
数
は
３
人
で
、
す
べ
て
女
性
職

員
で
し
た
。
部
分
休
業
を
取
得
し

た
職
員
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
研
修
及
び
勤
務
成
績
の

評
定

　

平
成
20
年
度
の
職
員
研
修
実
施

状
況
は
表
⑦
の
と
お
り
で
す
。

　

勤
務
成
績
の
評
定
は
、主
事
（
２

級
）、主
査
（
４
級
）、副
主
幹
（
５

級
）、主
幹
（
６
級
）、課
長
（
７
級
）、

部
長
（
８
級
）
の
職
員
に
対
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
福
祉
及
び
利
益
の
保
護

【
職
員
の
健
康
管
理
】

　

職
員
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、

健
康
被
害
や
疾
病
の
早
期
発
見
を

行
う
た
め
、
定
期
健
康
診
断
、
生

活
習
慣
病
健
康
診
断
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
公
務
災
害
補
償
】

　

平
成
20
年
度
の
補
償
件
数
は
、

公
務
災
害
が
５
件
で
し
た
。

■
公
平
委
員
会
の
業
務

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
及
び

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑥平均給与月額

一般行政職
技能労務職
教育職

41歳11か月
46歳  ２か月
39歳  8か月

404,459 円
344,856 円
341,824 円

給料
344,631 円
305,455 円
330,083 円

諸手当
59,828 円
39,401 円
11,741 円

職種 平均年齢 平均給与月額

⑤給与費

※特別職（市長・副市長）および教育長を含まず、手当には退職手当を含まない。

一人当たり
給与費
622 万円

給料
15 億 530 万円

給与費（平成 20 年度普通会計決算）
諸手当

2 億 1,457 万円
期末勤勉手当
5 億 9,856 万円

計
23 億 1,843 万円

④年齢別職員数

年齢（歳）
人数（人）

18 ～ 24
25

25 ～ 29
40

30 ～ 34
47

35 ～ 39
71

40 ～ 44
60

45 ～ 49
61

50 ～ 54
47

55 ～ 60
62

計
413

③職種別職員数

職種
人数（人）

一般
248

税務
25

薬剤医療
2

看護保健
17

保育士
45

技能労務
40

教育 ( 幼）
36

計
413

②部局別職員数

人数（人） 324

教育
委員会

77

農業
委員会

4

議会
事務局

4

監査
事務局

2

選挙管理
委員会

2 413

部局 市長 計

①採用・退職者数

職　種
（採用職種別）

一般行政職
技能労務職
保育士職
幼稚園教諭職

計

23
0
2
3

28

8
3
1
0

12

定年前
早期退職

2
0
5
0
7

9
0
0
1

10

 

19
3
6
1

29

20
0
3
0

23

平成20 年 4月1日～平成21年3月31日
退職者数（人）

平成 21 年度

採用者数
（人） 定年退職 普通退職

採用者数
（人）計

⑦職員研修実施状況

区分
広域研修

派遣研修（研修施設）
市独自研修

受講者数
51
13
60
74

一般研修
実務研修等
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　古い燃せるごみ指定袋（赤字のもの）は、今年の 12 月

31 日（木）に使用期限を迎えます。使用期限までに使い切

れず、家庭に残った古い燃せるごみ指定袋・差額シールは、

金額分の新しい燃せるごみ指定袋（青字のもの）と交換し

ます。交換期限は平成 22 年 3 月 31 日（水）です。

　問合せ／環境課（ 22 － 3354）

古い指定袋（赤）・差額シールと新しい指定袋（青）を交換します

環
境
保
全
活
動
を　

　
　
　
　
　

 

助
成

　

ち
ば
環
境
再
生
基
金
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
な
ど
が
行
う
環

境
保
全
活
動
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
／
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
３
月
31
日
の
間
に
行

わ
れ
る
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再

生
、
体
験
的
環
境
学
習
、
省
資
源
、

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
活
動

　

資
格
／
県
内
に
事
務
所
が
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
な
ど

　

助
成
金
額
／
助
成
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
１
事
業
に
つ
き

50
万
円
を
上
限
）

　

募
集
期
間
／
12
月
１
日
（
火
）

～
28
日
（
月
）

　

問
合
せ
／
（
財
）
千
葉
県
環
境

財
団
環
境
再
生
基
金
チ
ー
ム
（


043
―
246
―
２
０
９
１
）

　交換は、12 月 13 日（日）と 20 日（日）の 2 日間、各地

区公民館で行います。時間は表のとおりです。なお、200 枚

以上交換する予定の人は、事前に環境課まで連絡してください。

例 1.　古い指定袋（45L）1 枚と差額
シール（20 円券）1 枚で、新しい指
定袋（45L）と交換できます。

＋ 20 円旧 45L

旧指定袋（赤字）
1 枚 30 円

差額シール
20 円

例 2.　古い指定袋（45L）1 枚で、新
しい指定袋（20L）と交換できます。

旧 45L 新 20L

旧指定袋（赤字）
1 枚 30 円

新指定袋（青字）
1 枚 30 円

例 3.　古い指定袋（45L）1 枚と差額
20 円で、新しい指定袋（45L）と交
換できます。

10
旧 45L 新 45L

旧指定袋（赤字）
1 枚 30 円

新指定袋（青字）
1 枚 50 円

＋

差額分
20 円

ごみ
指定袋

→

→

→

新 45L

新指定袋（青字）
1 枚 50 円

10

公民館

館山地区公民館　和室

菜の花ホール　玄関ホール

船形地区公民館　和室

那古地区公民館　和室

西岬地区公民館　玄関

西岬地区公民館分館　視聴覚室

神戸地区公民館　和室

富崎地区公民館　和室

豊房地区公民館　和室

館野地区公民館　会議室

九重地区公民館　和室

12 月 13 日（日）

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

13:30 ～ 16:30

13:30 ～ 16:30

9:00 ～ 12:00

13:30 ～ 16:30

13:30 ～ 16:30

13:30 ～ 16:30

9:00 ～ 12:00

12 月 20 日（日）

13:30～16:30

13:30～16:30

13:30～16:30

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

13:30～16:30

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

13:30～16:30

　また、1 月 4 日（月）から 3 月 31 日（水）までは、環境課（市

役所 3 号館 2 階）で交換します。時間は土・日・祝日を除く

午前９時から午後 5 時までです。

▼交換場所と日時

※ 12 月 20 日は各公民館が休館日のため、一般の使用は

できませんので注意してください。

　未使用の古い燃せるごみ指定袋・差額シールは、

購入時の金額により 1 枚単位から交換します。差

額が生じた場合は、差額を支払っていただき交換

します。なお、現金による返還は行いません。
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お 知 ら せ

「日
にっぽん

本年金機構」
来年 1月 1日からスタート

　皆さんの信頼に応え、一層のサービス向上の実

現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日

本年金機構」として生まれ変わります。

　現在ある木更津社会保険事務所は、新たに「年

金事務所」と名称が変わりますが、年金相談など

の窓口として引き続き利用することができます。

　問合せ／保険給付課（ 22 － 3418）

社会
保険庁

高
額
療
養
費
特
別
支
給
金
を
支
給

　
「
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

特
別
支
給
金
」
が
支
給
さ
れ
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
支
給
申
請
書
を

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、
平
成
22
年
１
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

昭
和
８
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

８
年
12
月
31
日
（
各
月
１
日
を
除

く
）
生
ま
れ
の
人
は
、
75
歳
の
誕

生
月
に
は
、「
誕
生
日
前
の
健
康

　

民
事
調
停
手
続
は
、
調
停
委
員

会
が
当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞

き
、
歩
み
寄
り
を
促
し
、
当
事
者

の
合
意
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を

図
る
手
続
き
で
す
。
法
律
的
な
評

価
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、
法
律

の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
紛
争
の
実

情
に
応
じ
た
柔
軟
な
解
決
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

民
事
調
停
手
続
は
、
訴
訟
ほ
ど

利
用
し
や
す
い
民
事
調
停

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

　

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
、
12
月
31
日
現
在
で
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
従
業
者
数
、
製
造

品
出
荷
額
、
在
庫
額
、
原
材
料
使

用
額
な
ど
で
、
調
査
結
果
は
国
や

県
が
行
う
産
業
振
興
政
策
な
ど
の

各
種
政
策
を
決
め
る
基
礎
資
料
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
１
月
に
か
け

て
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査

員
が
対
象
の
事
業
所
を
訪
問
し
ま

固定資産税・都市計画税第 3 期、後期高齢者医療保険料第 6 期の納期限は
12 月 25 日（金）です。問合せ／税務課納税推進室（ 22 － 3257）

話
し
合
い
で
ト
ラ
ブ
ル
解
決

保
険
」
と
「
誕
生
日
以
降
の
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
」
の

２
つ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で
一
定

の
限
度
額
を
超
え
て
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
他
の
月
に
比

べ
て
世
帯
と
し
て
の
負
担
が
増
加

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
１
月
以
降
は
、
誕
生

月
の
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
お
け
る

自
己
負
担
の
限
度
額
を
半
分
に
す

す
。

　

問
合
せ
／
総
務
課
（

22
―

３
１
６
８
）

に
は
手
続
き
が
厳
格
で
は
な
い
た

め
、
誰
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る

上
、
当
事
者
は
調
停
委
員
会
の
進

行
に
従
っ
て
比
較
的
自
由
な
形
で

言
い
分
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
所
の
窓
口
に
は
、
貸
金
請

求
な
ど
い
く
つ
か
の
種
類
の
定
型

の
調
停
申
立
書
が
備
え
付
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
o
u
rts.

g
o
.jp

/

）
か
ら
も
一
部
の
定
型
申

立
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
千
葉
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
（

043
―
222
―

０
１
６
５　

内
線
５
１
１
４
）

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

12
月
ま
で
に
75
歳
に
な
っ
た
人
に

つ
い
て
も
、「
高
額
療
養
費
特
別

支
給
金
」
を
支
給
し
、
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（

22

―
３
４
２
８
）

→ 廃
止

日本
年金機構

厚生
労働省

→

→
公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・
運営責任
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募 集

安
房
ス
プ
リ
ン
グ
ス
イ
ミ
ン
グ

　
　
　

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
館
山

　

日
ご
ろ
か
ら
水
泳
を
楽
し
み
、

練
習
し
て
い
る
人
の
成
果
の
発
表

や
交
流
の
場
と
し
て
「
第
３
回
安

房
ス
プ
リ
ン
グ
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
館
山
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
22
日
（
月
・
休
日
）

正
午
～
午
後
５
時
（
予
定
）

　

場
所
／
市
営
温
水
プ
ー
ル

　

参
加
資
格
／
小
学
生
と
18
歳
以

上
で
週
１
回
以
上
練
習
し
て
い
る

公
立
小
・
中
学
校
の
講
師
登
録
会

　

南
房
総
教
育
事
務
所
で
は
、

平
成
22
年
度
に
公
立
小
・
中
学

校
で
講
師
を
希
望
す
る
人
の
登

録
会
と
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
登
録
の
人
も
再
登

録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

日
時
／
12
月
25
日
（
金
）
受

付
午
後
１
時
～
午
後
１
時
20
分

　

場
所
／
南
房
総
教
育
事
務
所

安
房
分
室

　

募
集
職
種
／
教
員
、
養
護
教

諭
、
学
校
栄
養
職
員
、
学
校
事

務
職
員

　

持
ち
物
／
①
印
鑑
、
②
履
歴

書
１
通
（
再
登
録
者
は
不
要
）、

③
写
真
（
新
規
の
場
合
は
４
㎝

×
３
㎝
を
２
枚
、
６
㎝
×
４
・
５

㎝
を
３
枚
。
再
登
録
の
場
合
は

４
㎝
×
３
㎝
を
２
枚
）、
④
教
員

免
許
状
の
写
し
（
新
卒
者
・
再

登
録
者
は
不
要
）

　

問
合
せ
／
南
房
総
教
育
事
務

所
管
理
課
（
０
４
３
８
―
25
―

１
３
１
１
）

　

市
内
の
豊
か
な
自
然
を
体
感
す

る
親
子
参
加
型
講
座
で
す
。
今
回

は
『
食
』
を
テ
ー
マ
に
、
参
加

者
同
士
の
仲
間
作
り
や
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が

ら
「
ふ
る
さ
と
館
山
」
を
満
喫
し

ま
す
。

　

日
程
／
表
の
と
お
り

　

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者
10
組

程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

　

参
加
費
／
傷
害
保
険
料
・
材
料

『
た
て
や
ま
ワ
ク
ワ
ク
探
検
隊
』

参
加
者
募
集　

親
子
で
ふ
る
さ
と
体
験

費
な
ど
実
費
負
担
あ
り

　

締
切
／
12
月
18
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公
民

館
（

23
―
３
１
１
１
）

献血に協力を
　冬場は風邪などで体調を崩す人が多いこと

や、年末年始をはさんで企業や団体などの協力

が得にくいことから、輸血用血液が不足する時

期です。赤十字血液センターでは、病気や怪我

で血液を必要としている多くの人を救うため、

献血への協力を呼びかけています。

【ロックシティ館山】

◎ 12 月 12 日（土）10:00 ～ 11:45、13:00

～ 15:30

◎ 12 月 20 日（日）10:00 ～ 11:45、13:00

～ 15:30

◎ 12 月 31 日（木）10:00 ～ 11:45、13:00

～ 15:30

【館山市役所】

◎ 12 月 25 日（金）10:00 ～ 11:45、13:00

～ 13:45

　問合せ／健康課（ 23 － 3113）

人
（
中
高
生
不
可
）

　

費
用
／
１
種
目
に
つ
き
大
人
400

円
、
子
ど
も
300
円

　

申
込
期
間
／
12
月
15
日
（
火
）

～
２
月
22
日
（
月
）

　

申
込
み
／
安
房
ス
プ
リ
ン
グ
ス

イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局　

六ろ
く
う
ま馬

（

・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
７
３
９
８
）・
安
藤

（

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
０
６
６
２
）、

市
営
温
水
プ
ー
ル
（


22
―

５
５
１
９
）、
ス
ポ
ー
ツ
課
（


22
―
３
６
９
６
）

　

問
合
せ
／
安
房
ス
プ
リ
ン
グ
ス

イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局　

六
馬
（

22

―
７
３
９
８
）・
安
藤
（

23
―

０
６
６
２
）

▼『たてやまワクワク探検隊』日程

開催日 テーマ・内容

焼いもを食べながら「冬の星空観察

会」

西岬・平砂浦の絶景を満喫「房大山

登山とからだホカホカ鍋料理」

春を食べよう！「野草まるごとクッ

キング」

※都合により、日程などが変更になる場合があります。

1月23日（土）

2月13日（土）

3月13日（土）
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「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に

は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告
の

掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告
の
大

き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横

85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
色
は
黒

と
青
の
２
色
刷
で
す
。
１
号
に
掲

載
で
き
る
広
告
は
原
則
と
し
て
４

件
ま
で
。
応
募
が
４
件
を
超
え
た

場
合
に
は
、
市
の
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
、
掲
載
す
る
広
告
を
決
定

し
ま
す
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
掲

載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿
の
作

成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
2

.c
ity

.ta
te

y
a
-

m
a
.c

h
ib

a
.jp

/

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

会社のＰＲや商店の売り

出しなどに「有料広告」

をご利用ください。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
20
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）

●
●
の
こ
と
な
ら
▲
▲
商

店
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

 『闇の中の翼たち  ブラインドサッカー日本代表の苦闘』　岡
おかだ

田 仁
ひとし

志著／ 幻冬舎

 　敵や味方の動きを知り、コミュニケーションを取り、自分がどう動くか判断する際には「見る」

ことが大きな情報源となりますが、視覚に全く頼らずに行う、視覚に障害があってもできるサッ

カーがあります。それが「ブラインドサッカー」です。見えなくてもフィールドを自由に走り回

り、ボールを蹴りたい…この本は、まさに暗中模索の中で世界選手権やパラリンピックといった

世界を目指す、ブラインドサッカー日本代表の軌跡が熱く綴られたスポーツ・ドキュメントです。

12 月 3 日から 9 日までは障害者週間。今年は 12 月 16 日から 20 日まで日本でブラインドサッ

カーのアジア選手権も開かれます。障害者スポーツのイメージをひっくり返すようなブラインド

サッカーの魅力を、この一冊から感じてみて下さい。

図書館だより 52館山市図書館（22 － 0701）

▽図書館司書から今月のおすすめ本

12 月の休館日　
 12/7、14、21、25、 28～31

　館山市図書館は年内 12 月 27 日（日）まで開館し、28 日（月）から

1 月 4 日（月）まで休館とさせていただきます。なお、新年は 5 日（火）

より通常通り開館いたします。年末年始の休館中に本を返却したいとき

は、玄関横の返却ポストをご利用ください。ただし、ビデオ・カセットテー

プ・ＤＶＤなどの視聴覚資料や紙芝居は壊れやすいため、返却ポストに

は入れず、1 月 5 日以降にカウンターへお返しください。

●年末年始の休館について

幼児向け 12/4 　(10:30 からと 11:00 から ) 

児童向け 12/5,12,19　 (14:00 から ) 

わらべうたの会　12/11

　　　　　　              （10:30 からと 11:00 から）

11月のおはなし会 ・ わらべうたの会
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ほ
ら
、
そ
こ
に
も
悪
質
商
法 

44

不
審
な
ガ
ス
器
具
設
置
確
認
業
者
の
訪
問
に
ご
注
意
!!

【
最
近
の
手
口
】

　

市
内
で
「
公
正
取
引
委
員
会
か

ら
き
た
」
と
騙か

た

り
、
ガ
ス
器
具
の

設
置
を
確
認
に
く
る
不
審
な
訪
問

業
者
が
い
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ガ
ス
器
具
設
置
の
確
認
に
突
然

自
宅
を
訪
れ
、
ガ
ス
管
な
ど
を
調

べ
て
、「
お
宅
は
古
い
管
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
近
く
行
政
処
分
が

下
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
被
害
は
報
告

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
左
記
の
よ

う
な
不
審
点
が
あ
り
、
新
手
の
詐

欺
行
為
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
「
公
正
取
引
委
員
会
」
が
、
個

別
に
自
宅
を
訪
問
し
、
ガ
ス
器
具

設
置
の
確
認
な
ど
を
行
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

②
「
古
い
管
を
使
っ
て
い
る
」
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
場
で
行

政
処
分
が
下
さ
れ
る
こ
と
も
、
行

政
手
続
き
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

③
断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
業
者
が
勝
手
に
自
宅
の
敷
地

内
に
入
っ
て
き
た
と
き
は
、
警
察

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで】
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

④
業
者
は
、
作
業
服
姿
で
名
札
を

し
て
い
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
不
審
な
人
物
の
訪

問
が
あ
っ
た
際
は
、
身
分
証
の
提

示
を
求
め
、
訪
問
の
用
件
を
聞
き
、

必
要
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
帰
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（

22

―
３
３
６
２
）

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間 9:00 ～16:30（土日・祝祭日除く)

千葉県警察本部「相談サポートコーナー」　 043-227-9110

相談時間　8:30 ～17:30　( 土日・祝祭日除く)

市役所市民相談室消費生活相談窓口　 22-3199

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00 ～16:00

健康耳より 情報 62

脳卒中を予防しよう！　～その２～

問合せ／健康課 23－3113

◎無症候性脳梗塞とは？

脳卒中には大きく分けて、血管が「つまる」脳梗塞と、血管が「破れる」脳出血

の２つのタイプがあります。脳梗塞は、脳卒中死亡の 60％以上を占めています。

　脳ドックなどの検査でわかる、症状の出ていない小さな脳梗塞のことをいいます。年をとった人ほど見つかる確

率が高く、高血圧が危険因子となることが多いということがわかっています。脳に梗塞があるからといって必ずし

も発作がおきるとは限りませんが、無症候性脳梗塞がある人で脳卒中の発作を起こす確率は、そうでない人より高

いのです。また高血圧であったり、家族に脳梗塞を起こした人がいる場合はさらに確率が高くなります。その他、

糖尿病 ･ 高コレステロール・虚血性心疾患も危険因子となるので、注意が必要です。

◎見逃さないで、こんな前ぶれ！
　脳梗塞には、前ぶれ発作という症状があることがあります。

一過性脳虚血発作（TIA）と呼ばれ、24 時間以内に回復する

（実際には５～ 15 分で治ってしまう場合がほとんど）、右に記

載したような症状です。

「あれ？何かおかいしな」と思っているうちに回復してしまう

ため、「気のせいかな」と見逃しがちです。しかし、一過性脳

虚血発作（TIA）は放置すると約 30％が脳梗塞を発症すると

いわれています。周囲の人から指摘されたり、自分であれ？

と感じたら、早く病院へ行きましょう。

　　・体の片側の手足に力が入らない、しびれる

　　・足がもつれて歩けない

　　・ろれつがまわらない

　　・話したいのに急に言葉が出なくなる

　　・人の言うことが理解できない

　　・ものが二重に見える

　　・直線がかけない

　　・片眼が見えなくなったり、視界の半分が見えない

　　・食べ物が一時的に飲み込めない
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平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら

　
　

市
役
所
の
受
付
（
開
庁
時
間
）
が

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す

市
立
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

休
館
日

12
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日
、

29
日
、
30
日
、
31
日

１
月
１
日
、
２
日
、
３
日
、
４
日
、

12
日
、
18
日
、
25
日　

な
お
、
１

月
１
日
か
ら
３
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
八
犬
伝

博
物
館
の
み
臨
時
開
館
し
ま
す
。

ま
た
、
１
月
５
日
か
ら
閉
館
時

間
が
４
時
45
分
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
民
間
企
業
の
動
向
を

踏
ま
え
た
上
で
、
勤
務
時
間
が
短

縮
さ
れ
た
国
家
公
務
員
や
県
職
員

の
勤
務
条
件
に
準
じ
、
市
職
員
の

勤
務
時
間
が
平
成
22
年
１
月
１

日
か
ら
短
縮
さ
れ
る
こ
と
を
契
機

に
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。　

　

市
民
課
で
は
市
役
所
の
開
庁
時

間
内
に
来
る
こ
と
の
で
き
な
い
市

民
の
た
め
に
、
木
曜
延
長
窓
口
と

休
日
に
住
民
票
な
ど
が
と
れ
る
電

話
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

★
木
曜
延
長
窓
口

　

毎
週
木
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
市
民
課
の
窓
口
を
延
長
し
、
戸

籍
・
住
民
票
・
印
鑑
証
明
の
交
付
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
ナ
ン
バ
ー
交
付
と

廃
車
証
明
書
の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

★
休
日
電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予
約
を
す

る
と
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
住

民
票
、
印
鑑
証
明
、
税
関
係
証
明
、

住
所
証
明
な
ど
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
ま
で
に
、
市
民
課
に

電
話
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
申
請
で
き
る
の
は
、
証
明

書
の
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
親

族
に
限
り
ま
す
。

　

受
取
に
つ
い
て
は
、
休
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
、
手
数
料
、
受
取
人
本
人
の
印

鑑
と
身
分
証
明
書
、
印
鑑
証
明
の

場
合
は
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
、

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
市
民

課
に
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

開
庁
時
間
に
つ
い
て

 

総
務
課
（

22
―
３
９
５
３
）

住
民
票
等
の
交
付
に
つ
い
て

 

市
民
課
（

22
―
３
４
１
４
）

房
総
半
島
の
万ま

い
わ
い祝

及
び
製
作
関
連
資
料

も
薄
れ
、
万
祝
を
染
め
る
紺
屋
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
漁
の

祝
い
に
は
、
万
祝
の
代
わ
り
に

手て
ぬ
ぐ
い拭

、
ス
ー
ツ
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
な

ど
が
配
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

「
房
総
半
島
の
万
祝
及
び
製
作
関

連
資
料
」
に
は
、
製
品
と
し
て
の

万
祝
と
製
作
に
使
わ
れ
た
道
具
や

材
料
の
ほ
か
、
見
本
帳
や
注
文
書

な
ど
１
４
０
３
点
の
資
料
が
あ
り

ま
す
。
主
要
な
資
料
を
、
平
成
22

年
１
月
５
日
～
31
日
に
開
催
す
る

第
17
回
収
蔵
資
料
展
「
紺
屋
の
道

具
箱
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
、
旧
県
立
安
房
博
物

館
が
館
山
市
に
移
譲
さ
れ
、
多
く

の
海
洋
民
俗
資
料
を
、
千
葉
県
か

ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
あ
る
の
が
、

「
房
総
半
島
の
万
祝
及
び
製
作
関

連
資
料
」
で
す
。

　

万
祝
と
は
、
大
漁
の
際
に
船
主

や
網
主
な
ど
か
ら
、
祝
い
の
引
出

物
と
し
て
、
そ
の
元
で
働
く
人
達

に
配
ら
れ
た
晴
着
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
鰯

い
わ
し

漁
の
豊
漁

を
き
っ
か
け
に
、
房
総
か
ら
各
地

に
広
が
っ
た
と
さ
れ
、
静
岡
県
か

ら
青
森
県
に
至
る
太
平
洋
沿
岸
の

各
地
で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

房
総
半
島
の
万
祝
に
は
、
当

時
の
漁
の
様
子
や
獲
れ
た
魚
の

種
類
を
伝
え
て
く
れ
る
裾す

そ
も
よ
う

模
様

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
捕ほ

げ
い鯨

や

器き
か
い
せ
ん
す
い

械
潜
水
、
地
引
網
、
大だ

い
ぼ
う
あ
み

謀
網

な
ど
の
漁
の
様
子
や
、
鰯い

わ
し・

鰹か
つ
お・

鮪ま
ぐ
ろ・

鰤ぶ
り

な
ど
の
魚
が
描
か
れ
、
房

総
半
島
の
漁
業
の
様
子
を
背
中
に

う
つ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
万
祝
に
は
、
大
漁
の
喜
び

と
幸
せ
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
絵
柄
の
数
々
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
海
と
関
わ

り
が
深
い
、
浦
島
太
郎
・
高た

か
さ
ご砂

・

恵え

び

す

比
寿
・
大
黒
は
人
気
が
あ
り
、

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
祝
儀
に
は
つ
き
も
の
の

熨の

し斗
や
し
め
縄
、
能
の
演
目
で
あ

る
猩し

ょ
う
じ
ょ
う

猩
や
、
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
な
ど
の
芸
能

を
描
い
た
図
柄
に
も
人
気
が
あ
り

ま
し
た
。

　

万
祝
は
完
成
し
た
品
を
買
う
の

で
は
な
く
、
見
本
帳
か
ら
注
文
主

が
図
柄
を
選
び
、
藍あ

い
ぞ
め染

を
専
業
と

す
る
紺こ

う

や屋
に
製
作
の
注
文
を
す
る

と
い
う
流
れ
が
一
般
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
な
る

と
万
祝
を
贈
る
風
習
も
着
る
風
習

▲米国モントレーでアワビの大
漁に際して漁師に贈られた万祝

シ
リ
ー
ズ

新
指
定
の
千
葉
県
文
化
財
⑧▲江戸時代の万祝及び製作

関連資料


